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あ
る
取
材
で
江
尻
初
恵
さ
ん
の
お
宅
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
お
茶
と
一
緒
に
い
た
だ
い
た

「
漬
け
物
」
大
根
、
き
ゅ
う
り
、
カ
ブ
、

ウ
リ
な
ど
色
と
り
ど
り
に
重
箱
に
並
べ
ら

れ
、
一
品
一
品
が
独
特
で
温
か
み
が
あ
り
、

心
の
こ
も
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
日
は
、「
美
味
し
い
で
す
ね
」
と

話
を
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
が
、
私
に
と

っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
味
と
な
り
、
ち
ょ
う

ど
江
尻
さ
ん
宅
の
近
く
を
通
り
か
か
っ
た

と
き
、
突
然
お
邪
魔
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
そ
の
日
は
「
梅
干
」
の
入
れ

替
え
時
期
だ
っ
た
ら
し
く
、
初
恵
さ
ん
は

梅
干
を
な
ん
種
類
も
整
理
し
て
い
ま
し
た
。

突
然
来
た
訪
問
者
に
も
笑
顔
で
「
食
べ
て

み
ら
っ
し
」
と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
感
動
」
こ
の
言
葉
し
か
思
い
浮
か
ば
な

い
く
ら
い
梅
干
一
つ
一
つ
て
い
ね
い
に
、

愛
情
も
一
緒
に
漬
け
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

元
々
、
菜
食
主
義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

肉
と
魚
が
食
べ
ら
れ
な
い
体
質
で
、
も
っ

ぱ
ら
野
菜
が
主
食
。
少
し
で
も
工
夫
を
と

い
う
こ
と
で
色
々
な
調
理
方
法
を
研
究
し

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

野
菜
は
肉
や
魚
と
違
っ
て
化
学
調
味
料

で
味
を
調
え
る
と
、
エ
ゴ
さ
が
残
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
自
然
な
ま
ま
、

添
加
物
な
ど
を
極
力
押
さ
え
た
食
生
活
を

さ
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

初
恵
さ
ん
は
言
い
ま
す
。「
う
ち
の
漬

け
物
は
そ
の
季
節
で
終
わ
り
だ
よ
」
漬
け

物
と
い
っ
て
も
ヌ
カ
漬
け
や
、
何
年
も
の

な
ど
と
い
う
月
日
を
重
ね
て
じ
っ
く
り
つ

く
ら
れ
る
商
品
価
値
の
高
い
も
の
を
つ
く

っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
う
ち

の
畑
か
ら
と
っ
て
き
た
も
の
を
漬
け
て
一

番
美
味
し
い
時
を
見
極
め
て
食
べ
る
。
た

だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
し
て
い
る
だ
け
で

す
。

　

近
所
の
人
が
遊
び
に
来
た
と
き
に
、
多

く
つ
く
っ
た
漬
け
物
を
帰
り
に
「
持
っ
て

い
が
っ
し
」
そ
し
て
そ
の
お
客
さ
ん
が
次

に
来
た
と
き
に
、「
こ
れ
も
漬
け
て
み
ら

っ
し
」
と
野
菜
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
。

そ
ん
な
た
わ
い
も
な
い
農
家
の
日
常
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
日
で
は
、
食
品
の
保
存
上
か
ら
様
々

な
添
加
物
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
、
も
う
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、

食
と
は
何
か
考
え
て
も
良
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

� 
忘
れ
ら
れ
な
い
味

�
色
鮮
や
か
で
美
味
し
く
漬
か
っ
た
梅
干

　

初
恵
さ
ん
が
漬
け
物
づ
く
り
に
精
を
出

す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
お
子
さ
ん
が
独

立
し
て
一
段
楽
し
た　

年
前
頃
で
し
た
。

２０

肉
や
魚
が
食
べ
れ
な
い

そ
の
時
節
の
味
を

そ
の
時
節
に
味
わ
う
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中田地区は美しい水や空気のもと、ニッコウキスゲ
やブナなどの花木が息づいています

　

中
田
郷
活
性
化
委
員
会
と
中
田
郷

ふ
る
さ
と
応
援
隊
が
共
催
で
、
地
域

で
つ
く
ら
れ
た
米
や
野
菜
、
手
作
り

の
調
味
料
な
ど
こ
だ
わ
り
の
食
材
を

使
い
、
そ
ば
、
じ
ゅ
う
ね
ん
け
ん
ち

ん
汁
、
い
か
に
ん
じ
ん
、
黒
米
お
に

ぎ
り
な
ど
里
山
の
伝
統
料
理
を
食
べ

「
食
と
健
康
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

　

一
つ
ひ
と
つ
の
食
材
の
説
明
や
栄

養
素
を
勉
強
す
る
こ
と
で
、
食
の
あ

り
方
を
学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
「
地
元
の

食
材
」
を
使
用
す
る
こ
と
で
地
域
活
性
化

を
考
え
る
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

作
り
・
食
べ
・
伝
え
る

作
り
・
食
べ
・
伝
え
る

今回の料理を作った「はなもも会」岩谷焼子さん今回の料理を作った「はなもも会」岩谷焼子さん
（左）瀬谷静子さん（右）（左）瀬谷静子さん（右）
小さいときから料理はやっていましたが、お嫁に　小さいときから料理はやっていましたが、お嫁に
来てその土地の食材や味付けを地域の人に教えてい来てその土地の食材や味付けを地域の人に教えてい
ただいたり、実際に食べることで新しい発見も多くただいたり、実際に食べることで新しい発見も多く
勉強になっています。勉強になっています。

い
か
に
ん
じ
ん

い
か
に
ん
じ
ん

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
味
が
味
わ
え
る
家
庭
料
理

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
味
が
味
わ
え
る
家
庭
料
理

黒
米
黒
米
（
古
代
米
）

（
古
代
米
）

古
代
か
ら
「
縁
起
の
良
い
出
世

　

古
代
か
ら
「
縁
起
の
良
い
出
世

米
」
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
モ
チ

米
」
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
モ
チ

米
。
滋
養
強
壮
、
美
容
効
果
、
内
臓

米
。
滋
養
強
壮
、
美
容
効
果
、
内
臓

の
機
能
向
上
な
ど
栄
養
面
で
優
れ
て

の
機
能
向
上
な
ど
栄
養
面
で
優
れ
て

い
ま
す

い
ま
す

じゅうねんけんちん汁じゅうねんけんちん汁
多くの具財が入り栄養価の高いけんちん汁に　多くの具財が入り栄養価の高いけんちん汁に
じゅうねん（えごま）の香りと栄養価がプラスじゅうねん（えごま）の香りと栄養価がプラス
された逸品された逸品
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べ
物
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
食
べ
た

も
の
が
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
で
血
と
な

り
骨
と
な
り
、
肉
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

食
べ
物
の
素
性
？

食
べ
物
の
素
性
？

　

私
た
ち
は
、
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

食
べ
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
つ
く
っ

た
も
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
つ
く
っ
た

も
の
そ
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
で
売
ら
れ
て
い

る
も
の
、
食
堂
で
食
べ
る
も
の
…
な
ど
な

ど
。

　

し
か
し
、
食
べ
て
い
る
食
材
が
、
い

つ
？
・
ど
こ
で
？
・
だ
れ
が
？
作
っ
た
も

の
な
の
？
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
ひ
と
つ
を
取
っ

て
み
て
も
「
○
○
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
」
を

食
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
ん
な
こ

と
は
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
味
が
変
わ
っ
た

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
味
が
変
わ
っ
た

　

昔
か
ら
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
、
子
ど
も
達

に
と
っ
て
嫌
い
な
食
べ
物
で
し
た
。
土
臭

く
鉄
の
に
お
い
が
す
る
か
ら
。
し
か
し
現

在
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
癖
も
な
く
、
誰
で

も
普
通
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
食
品
成
分
表
の
数
字
を
見
る
と
１

９
８
２
年
か
ら
２
０
０
１
年
の
約　

年
間

２０

で
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
栄
養
が
約
半
分
に

落
ち
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。（
表

参
照
）
こ
の
原
因
は
、
作
物
を
作
る
土
壌
、

水
、
空
気
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
間
を
つ
く
る
ほ
と
ん
ど
の
細
胞
は
食

生
き
る
た
め
の
工
夫

生
き
る
た
め
の
工
夫

　

現
在
の
よ
う
に
冷
凍
技
術
や
高
速
輸
送

が
な
い
、
食
べ
物
に
商
業
的
な
価
値
が
な

い
太
古
の
昔
か
ら
人
は
生
き
る
た
め
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。
季
節
に
合
わ
せ
、
裏
山

や
近
く
の
川
、
前
の
畑
で
取
れ
た
食
材
を

食
べ
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　

冬
に
な
れ
ば
山
や
畑
に
は
食
べ
る
も
の

が
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
保
存
食
を

作
っ
た
り
野
菜
や
肉
を
い
つ
ま
で
も
美
味

し
く
食
べ
る
工
夫
を
す
る
な
ど
、
冷
蔵
庫

も
保
存
料
も
な
い
時
代
か
ら
毎
日
食
べ
て

い
ま
し
た
。

畑
と
相
談

畑
と
相
談

　

今
夜
の
お
か
ず
は
「
冷
蔵
庫
と
相
談
」

な
ど
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
冷
蔵
庫

に
あ
る
も
の
で
夕
飯
を
作
る
こ
と
で
す
。

冷
蔵
庫
の
な
い
時
代
は
「
畑
と
相
談
」
し

食
事
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
時
代
、
畑
か

ら
採
っ
て
き
た
食
材
を
一
番
美
味
し
い
最

高
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
調
理
す
る
こ
と
が
当

た
り
前
の
光
景
で
し
た
。　

　

あ
る
地
方
で
は
魚
で
醤
油
を
作
り
、
あ

る
地
方
で
は
大
豆
で
醤
油
を
作
り
ま
す
。

　

長
い
歴
史
の
中
で
、
そ
の
土
地
の
栄
養
、

水
、
気
象
条
件
に
あ
う
、
作
物
が
作
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
地
で
つ
く
ら
れ
、
そ
の
地
で
育
ち
、

そ
の
地
で
で
き
た
味
。
こ
こ
で
し
か
食
べ

る
こ
と
が
で
き
な
い
「
味
」
を
守
り
、
つ

な
い
で
い
く
こ
と
も
必
要
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

昭和５７年 ■■ 
平成１３年 ■ 

ビタミンビタミンCの値の変化の値の変化（mg/100gmg/100g） ビタミンCの値の変化（mg/100g） 

ホウレンソウ ニンジン トマト コマツナ ニラ 

65 

35 

7
4

20
15

75

39

25
19

四訂（S５７年）五訂（H１３年）日本食品標準成分表より 
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行
財
政
改
革
推
進
室
▼
主
任
主
査
兼
行

財
政
改
革
推
進
係
長
・
根
本
美
智
夫

（
教
育
課
）

総
務
課
▼
課
長
兼
行
財
政
改
革
推
進
室

長
・
矢
内
竹
士
（
行
財
政
改
革
推
進
室
）、

主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
・
庭
野

英
宏
〈
昇
任
〉、
主
任
主
査
兼
広
報
広
聴

係
長
・
富
岡
正
幸
（
中
央
公
民
館
）、
職

員
係
長
・
根
本
克
彦
（
行
財
政
改
革
推

進
室
）、
主
事
・
草
野
竜
彦
（
養
護
老
人

ホ
ー
ム
長
生
園
）、
主
事
・
遠
藤
崇
典

〈
福
島
県
実
務
研
修
〉

企
画
調
整
課
▼
課
長
・
瀬
谷
寿
一
（
中

央
公
民
館
）、
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
水
資

源
対
策
係
長
・
藁
谷
眞
可
〈
昇
任
〉、
課

長
補
佐
兼
管
財
係
長
・
小
松
弘
喜
（
課

長
補
佐
）、
主
査
・
佐
川
正
美
（
都
市
建

設
課
）、
主
査
・
大
竹　

実
（
税
務
課
）

税
務
課
▼
課
長
・
渡
辺　

実
（
石
川
地

方
生
活
環
境
施
設
組
合
派
遣
）、
主
幹
兼

課
長
補
佐
兼
管
理
納
税
係
長
・
芳
賀
真

一
（
主
幹
兼
課
長
補
佐
）、
課
長
補
佐
兼

資
産
税
係
長
・
丹
内
真
紀
（
課
長
補
佐

兼
管
理
納
税
係
長
）、
主
査
・
松
岡
浩
司

（
町
民
生
活
課
）、
主
査
・
矢
内
幸
一

（
保
健
福
祉
課
）、
主
事
・
鈴
木
辰
也

（
企
画
調
整
課
）

町
民
生
活
課
▼
課
長
・
諸
岡
節
男
（
総

務
課
）、
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
環
境
対
策

係
長
・
荻
野
次
男
（
課
長
補
佐
兼
町
民

係
長
）〈
昇
任
〉、
主
任
主
査
兼
町
民
係

長
・
長
田
美
恵
子
（
農
業
委
員
会
事
務

局
）
主
任
主
査
兼
生
活
安
全
係
長
・
瀬

谷
康
訓
（
産
業
振
興
課
）、
主
任
主
査
兼

国
保
年
金
係
長
・
矢
内
忠
男
（
保
健
福

祉
課
）、
主
事
・
棚
瀬
一
貴
（
都
市
建
設

課
）、
主
事
・
鈴
木
優
一
（
監
査
委
員
事

務
部
局
）

保
健
福
祉
課
▼
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー

所
長
・
遠
藤
秀
道
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム

長
生
園
）、
主
幹
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
次

長
・
南
條
武
義
（
町
民
生
活
課
）、
主
任

主
査
兼
高
齢
福
祉
係
長
・
小
豆
畑
重
夫

（
簡
易
水
道
担
当
）、
主
任
主
査
兼
係

長
・
小
松
広
江
〈
昇
任
〉、
主
任
主
査
兼

係
長
・
久
保
木
友
江
〈
昇
任
〉、
主
事
・

岸
浪
正
徳
（
中
央
公
民
館
）
主
事
・
大

竹
信
嗣
（
新
採
用
）

産
業
振
興
課
▼
課
長
・
長
沼
晴
久
（
教

育
課
）〈
昇
任
〉﹇
農
業
委
員
会
事
務
部

　

町
で
は
４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
定
期
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
３

月　

日
で
７
人
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

３１

　

移
動
し
た
職
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
（　

）
内
は
旧
所
属
と
な

り
ま
す
。
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局
事
務
局
長
併
任
﹈、
主
幹
兼
課
長
補
佐

（
商
工
観
光
担
当
）・
佐
藤
昌
宣
〈
昇

任
〉、
課
長
補
佐
兼
農
林
整
備
係
長
・
林

憲
夫
（
企
画
調
整
課
）〈
昇
任
〉、
商
工

観
光
係
長
（
首
藤
剛
太
郎
）〈
昇
任
〉、

主
事
・
大
平
祐
介
（
新
採
用
）

都
市
建
設
課
▼
課
長
・
小
平
昭
信
（
県

中
地
域
水
道
用
水
供
給
企
業
団
派
遣
）、

主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
・
小
林

安
〈
昇
任
〉、

会
計
室
▼
室
長
・
渡
辺
郁
男
（
保
健
福

祉
課
）、
室
長
補
佐
兼
会
計
係
長
・
有
賀

英
宏
〈
昇
任
〉、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
▼
園
長
・
丹

内
春
夫
（
会
計
室
）、
主
査
・
芳
賀　

隆

（
保
健
福
祉
課
）

教
育
課
▼
主
幹
兼
指
導
主
事
兼
学
校
教

育
係
長
・
渡
辺
敏
幸
〈
昇
任
〉、
主
任
主

査
兼
総
務
係
長
・
大
賀
俊
昭
（
総
務
課
）、

生
涯
学
習
係
長
・
矢
吹
重
雄
（
総
務
課
）、

主
任
主
査
・
十
文
字
百
合
子
（
中
央
公

民
館
）、
主
査
・
藁
谷
哲
男
（
中
央
公
民

館
）

中
央
公
民
館
▼
館
長
兼
歴
史
民
俗
資
料

館
長
・
芳
賀
正
人
（
税
務
課
）、
副
館

長
・
三
森
孝
則
（
税
務
課
）〈
昇
任
〉、

主
任
主
査
兼
係
長
・
橋
本　

亀
（
町
民

生
活
課
）、
主
事
・
小
針
雅
也
（
教
育

課
）
主
任
技
能
手
・
渡
辺
ミ
サ
子
（
教

育
課
）

監
査
委
員
事
務
部
局
▼
主
事
・
西
牧　

恵
（
総
務
課
）

農
業
委
員
会
事
務
局
▼
主
任
主
査
兼
庶

務
係
長
・
吉
田
浩
子
（
町
民
生
活
課
）

水
道
事
業
所
▼
所
長
・
三
瓶
信
一
（
産

業
振
興
課
）〈
昇
任
〉﹇
簡
易
水
道
担
当

所
長
併
任
﹈

石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
派
遣
▼

吉
田
宗
茂
（
水
道
事
業
所
）

県
中
地
域
水
道
用
水
供
給
企
業
団
派
遣

▼
伊
藤
次
男
（
産
業
振
興
課
）

退
職
者
▼
三
瓶
善
和
、
高
橋
哲
雄
、
岩

谷
好
伸
、
芳
賀
光
二
、
遠
藤
八
重
子
、

阿
部
ナ
カ
子
、
三
森
豊
子

��������	

　４月１日から町職員として採用され、
勤務することとなりました。右から大
竹信嗣主事、大平祐介主事です。
　町民の皆さんから信頼される職員に
なれるようがんばりますので、ご指導、
ご協力をよろしくお願いします。

みなさんみなさん
よろしくお願いしますよろしくお願いします
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が
８
人
に
な

り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か
せ
て

５０

く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年　

月
に
結
婚
、
大
井

３０

１２

製
作
所
の
前
身
の
片
山
工
業
へ
勤
め
ま
し

た
。
退
職
後
は
、
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
造
園
を

勉
強
し
、
庭
師
と
し
て
方
々
を
歩
き
ま
し
た
。
現

在
は
、
和
牛
５
頭
の
飼
育
を
楽
し
み
に
の
ん
び
り

と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

徳
治　

植
木
の
手
入
れ
と
長
寿
会
の
活
動

で
す
。

　
　
　

輝
子　

温
泉
に
行
く
こ
と
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

中
田
の
二
本
ぶ
な
が
好
き
で
す
。
遠
く
に

見
え
る
那
須
の
山
並
み
や
緑
の
木
々
、
空

気
も
き
れ
い
で
清
々
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

新
卒
者
が
働
け
る
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。

雇
用
場
所
の
確
保
を
積
極
的
に
行
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

������������������������������������

������������������������������������������������������

氏名：瀬谷　徳治さん（７４歳）
　　　　　　輝子さん（６８歳）
住所：中田字石ノ森

牛の成長が楽しみ !

職業職業��㈱お㈱お菓子のさかいでお菓子の製造をしています。菓子のさかいでお菓子の製造をしています。

���今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですか今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですか

���フットサルです。地元の石川ＦＣに所属し東北大フットサルです。地元の石川ＦＣに所属し東北大

会、全国大会を目指し、みんなでがんばっていま会、全国大会を目指し、みんなでがんばっていま

す。す。

���将来やってみたいことや夢を聞かせてください将来やってみたいことや夢を聞かせてください

���子供とフットサルをすることと、地元にケーキ屋子供とフットサルをすることと、地元にケーキ屋

をつくることです。をつくることです。

���町政に望むことはなんですか町政に望むことはなんですか

���フットサルはもちろん、いろいろなスポーツが盛フットサルはもちろん、いろいろなスポーツが盛

んな町になってほしいと思います。んな町になってほしいと思います。

���最後に理想のタイプは最後に理想のタイプは

���やさしくて思いやりのある人です。やさしくて思いやりのある人です。

　　　��次回は、円谷さんの紹介で次回は、円谷さんの紹介で遠藤初美さん遠藤初美さんです。です。

●
町
民
と
と
も
に
歩
む
町　

い
し
か
わ

円谷　泰広さん（２５歳）●赤羽字新宿
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●「ハッピースマイル」と「集暖」では参加してくれるお子さん（３歳以下）、グループを募集していま
す。お気軽にお問い合わせください。石川町役場総務課 広報広聴係　２６－２１１２ 

●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真画像を添えお送りく
ださい。 Koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

�サークル紹介コーナー�第１４回

私
た
ち
は
、
新
町
地
区
の
若
妻
会
Ｏ
Ｇ

　

私
た
ち
は
、
新
町
地
区
の
若
妻
会
Ｏ
Ｇ

が
集
ま
り
、
お
花
見
や
伝
達
料
理
教
室
、

が
集
ま
り
、
お
花
見
や
伝
達
料
理
教
室
、

施
設
見
学
な
ど
み
ん
な
で
楽
し
い
時
間
を

施
設
見
学
な
ど
み
ん
な
で
楽
し
い
時
間
を

す
ご
し
て
い
ま
す
。

す
ご
し
て
い
ま
す
。

家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま

　

家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま

う
独
居
老
人
を
、
戸
外
に
連
れ
出
そ
う
と

う
独
居
老
人
を
、
戸
外
に
連
れ
出
そ
う
と

民
生
委
員
さ
ん
や
食
改
さ
ん
の
協
力
を
得

民
生
委
員
さ
ん
や
食
改
さ
ん
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
桜
を
囲
ん
で
懇
談
す
る
こ
と
か

な
が
ら
、
桜
を
囲
ん
で
懇
談
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
は
約

　

現
在
は
約　

人
の
会
員
が
月
１
度
程
度

人
の
会
員
が
月
１
度
程
度

２０２０

の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
楽
し
み
に
し
て
い

の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

��
地
域
で
介
護
予
防
も

地
域
で
介
護
予
防
も

介
護
予
防
の
観
点
で
体
操
や
食
事
の
改

　

介
護
予
防
の
観
点
で
体
操
や
食
事
の
改

善
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

善
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
す
。

お
問
合
せ
先

橋
本
ス
マ
コ

　

お
問
合
せ
先　

橋
本
ス
マ
コ

電
話

　

電
話　

��
１
４
８
２

１
４
８
２

２６２６

▲鶴を折って手先を動かします

▲春らしい色彩やかな料理をいただきます

�
�
�
�

「末っ子で甘えん坊の奈々へ。人の気持「末っ子で甘えん坊の奈々へ。人の気持
ちの分かるやさしい人になってネ！」ちの分かるやさしい人になってネ！」
洋子ママより（双里字白坂下）洋子ママより（双里字白坂下）

上泉上泉 奈々奈々ちゃん    ちゃん
なな

平成１４年１０月３０日平成１４年１０月３０日
生まれ生まれ

「心豊かにのびのび育ってね！」「心豊かにのびのび育ってね！」
パパ、ママより（曲木字古内）パパ、ママより（曲木字古内）

草野草野　彰斗彰斗ちゃん    ちゃん
あきと

平成１５年平成１５年６月３日６月３日
生まれ生まれ
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～なか～なかよしクラスとなるほど授業授業の紹介紹介コーナー～ ～なかよしクラスとなるほど授業の紹介コーナー～ 

中谷第二小学校 5年 

　

石
川
町
大
字
新
屋
敷
字
耕
土
地
内

に
所
在
す
る
鳥
内
遺
跡
は
、
昭
和　

年
４５

に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
弥
生
時
代
の

壺
棺
再
葬
墓
（
遺
体
を
一
度
骨
だ
け
に

し
、
壺
形
土
器
の
中
に
入
れ
て
穴
の
中

に
再
び
葬
る
葬
制
）
が
多
数
発
見
さ
れ

た
遺
跡
と
し
て
全
国
的
に
有
名
で
す
。

　

昭
和　

年
に
は
県
史
跡
へ
と
指
定

５３

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
出
土
遺
物

に
つ
い
て
も
、
県
指
定
重
要
文
化
財

（
考
古
資
料
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
指
定
と
な
っ
た
出
土
品
は
、
壺

棺
再
葬
墓
か
ら
出
土
し
た
弥
生
土
器

　

点
と
、
顔
面
付
土
器
１
点
の
計　

点

９０

９１

で
す
。

　

弥
生
土
器
に
つ
い
て
は
、
九
州
地
方

の
影
響
が
見
ら
れ
る
土
器
や
、
東
海
地

方
か
ら
直
接
運
ば
れ
た
と
さ
れ
る
土

器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
顔
面

付
土
器
に
つ
い
て
は
、
全
国
で
も　

点
２０

ほ
ど
し
か
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ

鳥
内
遺
跡
出
土
遺
物
が

福
島
県
重
要
文
化
財
に

　４月１２日、学級活動の時間に１年間の学級の目標と活動
計画を話し合いました。一人ひとりが主役になって対面方
式での話し合いです。活動計画では、自分たちの、身の回
りのことや気づいたことを役割分担するため、あったら便
利な「係」を考えました。「図書係」や「生き物係」など
の定番係のほかにも「習字係」や
「黒板係」などユニークな係も飛び
出しました。
授業の成果は？
　ゼロから話し合いをすることで、
自分たちの生活を自ら気づけるよ
うになります。そして個人の表現
力の向上はもちろん、相手の話を
よく聞くことの大切さが実感でき
ました。

み
ん
な
で
決
め
よ
う
� 
学  
活 

学
級 

活
動

こんな授業をやりました�

▲中二小の校舎は地元産の木材をふ
んだんに使用し、木枠の窓からは柔
らかな日差しが教室にこぼれます。

�表現力を向上させる
　ディスカッション方式の話し合い

Ｑどんなホームルームですか
Ａそれぞれが個性豊かで努力家、みんなで
決めてみんなでやれる、男も女も関係な
い仲よしクラスです。

Ｑ良いところは
Ａドッジボールが得意！６年生にも気持
ちは負けないぞ！　

Ｑ目標は
Ａ今年から高学年、小さい子のめんどうを
見るぞ！

�
全
国
で
も
め
ず
ら
し
い
顔
面
付
土
器

れ
ら
は
石
川
町
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

日
本
史
上
の
弥
生
文
化
を
考
え
る
上

で
、
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

出
土
遺
物
を
常
設
展
示

　

県
重
要
文
化
財
指
定
を
記
念
し
、
町

歴
史
民
俗
資
料
館
３
階
で
、
鳥
内
遺
跡

出
土
遺
物
を
常
設
展
示
し
て
い
ま
す

の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。



介
護
支
援
コ
ー
ナ
ー 
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今
月
行
わ
れ
る
基
本
健
診
等
の
時
に
簡
単
な

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用
い
、
今
の
ま
ま
で
生
活

を
続
け
る
と
、
近
い
将
来
に
要
介
護
状
態
に
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
方
を
選
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
た
に
設
け
ら
れ
た
『
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
』
の
保
健
師
等
が
対
象
と
な
る
方
と
相
談

し
な
が
ら
、
必
要
な
介
護
予
防
の
メ
ニ
ュ
ー
を

決
め
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
�
８
４
１
６

あ
な
た
も
一
緒
に
介
護
予
防

　保健センターが中心になり７月から
３カ月をサイクルに無理なく筋力向
上・維持するための運動、体操を週１回
のペースで開催していきます。
　教室終了後も各地区で介護予防事
業を継続していきます。

保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険証証証証証証証証証証証証証証はははははははははははははは大大大大大大大大大大大大大大切切切切切切切切切切切切切切にににににににににににににに保険証は大切に
　国保の保険証は、国保に加入しているという証明書で、世帯に１枚交付されています。お医者さんにか
かるときに必要なものとしても大切なものです。大切に保管しましょう。

■ 取り扱いの注意
１．記載内容を確認しましょう。
２．お医者さんにかかるときや、診療を受けている月が変わったときには必ず提出しましょう。
３．必ず手もとに保管しましょう。
４．コピーしたものや有効期限の切れたもの、他人のものは使えません。
５．他の市町村に引越したときや職場の健康保険に加入したときなどは使えなくなります。古い保険証は国保の
窓口に返してください。
６．長期の出張や旅行、修学などでもう１枚保険証が必要になったときは、申請により２枚目の保険証が交付さ
れます。

■ 保険証が使えないとき
１．病気とみなされないもの
　�健康診断　�人間ドック　�予防注射
　�正常な妊娠、出産　�美容整形や歯科矯正　など
２．他の保険が使える場合
　�仕事上の病気やけが（労災保険の対象となります）
３．国保の給付が制限されるとき
　�故意の犯罪行為や故意の事故
　�けんかや泥酔による病気やけが
　�医師や保険者の指示に従わなかったとき

チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
で

選
定
し
ま
す

　食生活に偏りがあると、健康への影
響があることはご存知かと思います
が、食材、調理方法の工夫により、手
軽にバランスのとれた食生活ができ
る教室を開催します。
　教室では、元気になる基本の料理を
試食します。その中で毎日どのような
料理を食べたらいいのか、また調理の
工夫の仕方などを学ぶことができま
す。

栄養改善教室筋力向上教室
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宝
物
を
さ
が
し
て
〜
で
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、
皆
さ
ん
の
情
報
を
お

宝
物
を
さ
が
し
て
〜
で
は
、
皆
さ
ん
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
隠
れ
た
名
所
・
場
所
・
行
事
・

待
ち
し
て
い
ま
す
。
隠
れ
た
名
所
・
場
所
・
行
事
・

人
・
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
秘
密
の
宝
物
な
ん

人
・
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
秘
密
の
宝
物
な
ん

で
も
結
構
で
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

で
も
結
構
で
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

⑥

 
平
安
住
居 
（
復
元
）

へ
い
あ
ん
じ
ゅ
う
き
ょ

　

母
畑
字
小
田
口
は
、
各
地
に
原
始
、

古
代
の
遺
跡
が
点
在
し
、
昭
和　

年
県

５９

の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
各
遺
跡
か
ら
住

居
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

平
安
時
代
の
住
居
跡
か
ら
は
イ
ロ

リ
・
カ
マ
ド
な
ど
古
代
の
人
々
の
生
活

が
し
の
ば
れ
る
土
器
や
石
器
が
出
土
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
文
化
遺
産

を
、
か
た
ち
あ
る
も
の
と
し
て
後
世
に

伝
え
よ
う
と
、
発
掘
に
従
事
し
た

地
元
の
人
た
ち
が
中
心
と
な
り
、

住
居
跡
と
し
て
復
元
し
ま
し
た
。

▲母畑地区公民館への坂を登ると入
り口です

�
い
に
し
え
の
道
を
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
ま

し
ょ
う

▲高台に平安住宅がお目見え

母
畑

第14回 

献血にご協力をお願いします。
　私たちの住む日本では病気やけがで血液を必要

とする方がたくさんいます。しかし国内の献血だ

けでは足りずに一部を輸入している状況です。

わが町でも献血者の減少が続いていて、高校生に

頼っているのが現状です。献血は、病気療養中の

方や服薬中の方は出来ません。健康な方しかでき

ないボランティアです。人間の尊い命を救うこと

ができ、なおかつ、自分の健康が実感できます。

普段から自分の健康管理を心がけこの機会にぜひ、

皆様のご協力をお願いします。

石川町役場前駐車場に献血車が来町します
　　　　　平成１８年６月１５日（木）
　　　　　午前１０時～午後５時　　

白石 有賀 輝代さん 

食改さんの 食改さんの 
 
 
 
 
 
 
 ●作り方 

１）天ぷら粉、水、桜エビ、塩を
ボウルに入れて混ぜる。 
２）ふきのとうはザク切りにし
たものと、生イカを入れて混
ぜ合わせる。 

３）揚げ油を熱してヘラなどに衣を乗せ、適当な大きさに
揚げ、器に盛りつける。 

●有賀さんの 
○桜エビなどを混ぜることで、ふきのとうの苦味もおさえ
られ、子どもでも食べられます。 
○季節の山菜（ウドの芽、三つ葉、こしあぶらなど）も使え
ます。たくさんある時に目先を変えて。 
○塩で食べるとカリッとしておいしいです。 

●栄養士さんのコメント 
　季節の食材を上手に
活用しています。ふきの
とうはビタミンB群が多く、
消化を助けます。桜えび
の香ばしさが食欲をそそ
り、くせを抑えます。 

季節の山海揚げ 

材
料
（
作
り
や
す
い
量
） 

ふきのとう・・・・・・・約８個 
桜えび（20g）・・・・・1袋 
生イカ（あれば）・・・・少々 
天ぷら粉・・・・・・・・・150g 
水・・・・・・・・・・・・・・１カップ 
塩・・・・・・・・・・・ひとつまみ 

�
「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
〜
す
」
中
は
ぜ
ひ
実
際
に
訪
問

し
て
く
だ
さ
い
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（平成１８年３月１日～３月３１日まで届出分　敬称略）

住 所保 護 者氏 名

八木沼光輝     （勇　一・里　美） 渡里沢
みつき

溝井　 悠真  （陽　介・ユ　キ） 境ノ内
ゆうま

中島　 樹鈴  （　徹　・奈　穂） 赤　羽
じゅり

迎　　 春輝  （正　寛・洋　美） 矢ノ目田
はるき

水野　 雄貴  （亮　一・幸　子） 中　田
ゆうき

三森　 那智  （慎　吾・亜由美） 下ノ内
なち

関根　 優菜  （裕　樹・美　香） 飛ヶ作
ゆうな

円谷　　 咲  （龍　一・　愛　） 中　野
さき

二瓶　 太一  （光　昭・さおり） 中　野
たいち

根本　 信也  （信　明・　都　） 沢　井
しんや

石 川 町 5 ～ 6 月 の 主 な 予 定

5月 ●May
保健センター

中島病院

老人福祉センター
勤労青少年ホーム

中島病院
クリスタルパーク石川

離乳食教室（９：１５～）

在宅当番医

心配ごと相談（１０：００～）
ねんきん相談
　（郡山社会保険事務所）（１０：００～）

在宅当番医
山橋地区スポーツ大会

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

17
18
19
20
21
22
23
24
25

26
27
28

6月 ● June
保健センター
保健センター

石川中央医院
町民グラウンドほか
クリスタルパーク石川

保健センター
老人福祉センター

山本内科クリニック
クリスタルパーク石川

保健センター

１歳６ヶ月児健診（１３：００～）
ポリオワクチン投与（１２：３０～）

在宅当番医
県民スポーツ大会町予選
中谷地区スポーツ祭

３～４ヶ月児健診・ＢＣＧ（１３：００～）
心配ごと相談（１０：００～）
時の記念日
在宅当番医
母畑地区スポーツ祭

ひまわり教室・２歳児教室（９：３０～）

※石川町保健事業予定表中の６月４日在
宅当番医は誤りです。ご注意ください。
○誤 ひらた中央病院→○正 石川中央医院

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

1
2
3
4

5
6
7
8
9
10
11

12
13
14

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

添田　大輔（弥　吾）・斎須由香理（矢吹町）
上野　弘貴（玉川村）・諸岡　徳子（下　泉）
秋山　裕一（北　町）・森　　幸子（双　里）
掛田　昌克（当　町）・塚原麻奈美（福井県）
鈴木　正美（白河市）・関川　美幸（沢　井）
緑川　喜輝（板　橋）・渡部真理子（郡山市）
三瓶　桂治（長久保）・鈴木はつき（いわき市）
草野　弘徳（曲　木）・緑川　香織（棚倉町）
芳賀　将太（北　山）・柳沼　美幸（郡山市）
加藤　正幸（白沢村）・矢内　佳子（和　久）

住 所　 氏　 名　
 渡邉　榮儀 北　町
 渡邉　末枝 母　畑
 金澤　キク 松木下
 遠藤　輝治 曲ノ内
 瀬谷　テル 北　町
 桑澤　俊光 北　山
 関根　冨江 双　里
 渡邊　圭一 塩　沢
 高原　チヨ 山　形
 水野カナイ 沢　井
 三森美智江 中　田
 相樂　　弘 下　泉
 小川　もと 南山形
 高木　信弘 母　畑
 吉田　義信 中　野
 高木　康允 南山形
 瀬谷　ノブ 中　田
 丹内　丹二 双　里
 角田　マデ 谷　沢
 滝口　音昭 母　畑




	05_ishikawa02
	05_ishikawa03
	05_ishikawa04
	05_ishikawa05
	05_ishikawa06
	05_ishikawa07
	05_ishikawa08
	05_ishikawa09
	05_ishikawa10
	05_ishikawa11
	05_ishikawa12
	05_ishikawa13
	05_ishikawa14
	05_ishikawa15
	05_ishikawa16

